
改善等計画 計画達成年度

1 重度心身障害者介護手当給付事業費
民生部

高齢福祉課
高齢福祉係

改善

・要介護度に係る要件を認定基準に加えることで基準の明確化及び公平性を図
る。
・介護の実態を完全に把握するまでの現況確認は困難であるが、特定の月におけ
る短期入所の利用日数や入院の状況を確認するなどの効果的、効率的な現況確
認の手法について検討する。
・世帯分離者等の所得合算の問題については、制度内容の見直しを含め、導入可
能な手法について検討を行う。

平成28年度

2 シルバー人材センター支援事業
民生部

高齢福祉課
高齢福祉係

継続

・会員数増加に向けた普及啓発活動及び受託可能な仕事内容の周知について
は、より積極的に実施するようシルバー人材センターに要請する。
・支援規模については、補助金申請時においてシルバー人材センターの財務状況
を精査し、近隣自治体の支援規模等を参考としながら、適正な規模とする。

平成26年度

3 管理運営費（少年自然の家）
民生部

生涯学習課
社会教育係

継続
使用料の取扱いについては、少年自然の家の健全かつ適正な運営を図るために
設置している「阿賀野市五頭連峰少年自然の家運営協議会」において協議、検討
を行う。

平成27年度

4 京ヶ瀬地区農産物加工センター運営費
産業建設部
農林課

農林企画係
民間

施設のあり方や運営方法の見直しに向けて、施設の利用者や現在の指定管理者
と協議を行う。

平成26年度

5 中心市街地活性化事業費
産業建設部
商工観光課
商工振興係

継続

・市内で最も入込客の多い瓢湖水きん公園を始め、水原代官所、天朝山などと連
携したまち歩きコースの休憩場所として位置づけるなど、市民や来街者が気軽に
入場できる仕組みづくりについて「おんこ茶屋」の運営者と検討する。
・買い物代行や配達サービスで市民から喜ばれている「お客様支援隊サービス」の
利用を伸ばすなど、自主財源の確保に向けた取組みを強化する。

平成28年度

6 安田商工会大売出し事業補助金
産業建設部
商工観光課
商工振興係

継続
水原商工会大売出し事業に対する補助金と不公平が生じないよう補助金額に係る
算定基準を確立させる。

平成28年度

7 水原商工会大売出し事業補助金
産業建設部
商工観光課
商工振興係

継続
安田商工会大売出し事業に対する補助金と不公平が生じないよう補助金額に係る
算定基準を確立させる。

平成28年度

8 地域活性化プレミアム商品券発行事業補助金
産業建設部
商工観光課
商工振興係

継続

・市内消費の拡大、地域経済の活性化といった観点から、より効果的な仕組みとな
るよう、商品券の販売方法の見直しを含め、制度のあり方について商品券の発行
主体と協議を行う。
・商品券発行による消費喚起額や市内経済への波及効果をより的確に分析できる
よう、事業者や商品券の購入者に対して実施しているアンケート調査の内容につい
て見直しを行う。

次回の商品券発行
時までに所要の対
応を行う。

9 観光協会支援事業費
産業建設部
商工観光課
観光係

継続
現在の観光協会の体制については、事務局機能のあり方を含め、法人化を視野に
入れながら、引き続き見直しに向けた協議を進めていく。

平成28年度

10 水原代官所維持管理費
産業建設部
商工観光課
施設管理係

継続

・代官所に関係する現存史料は数少ない状況であるが、専門家の意見を参考とし
ながら、代官所の各部屋の本来の機能、目的に合致した展示内容となるよう展示
物の再構成を行う。
・来所者の満足度を向上させるため、大門からの入所ができるよう、見学順路の見
直しを行う。

平成28年度

11 ふるさと農業歴史資料館維持管理費
産業建設部
商工観光課
施設管理係

継続

・現在、旧水原博物館の所蔵品が大量に展示、保管されているため、それらの所
蔵品の展示、保管の方法について見直しを行ったのち、施設の用途や名称の見直
しを行う。
・施設の用途や名称について見直しを行うまでの間は、農業機械に触れたり、居間
に座ったりできるような体験型の資料展示を行い、更なる誘客を図る。

平成28年度

評価判定

市の取組方針

平成２６年度「事務事業評価」の評価結果に対する「市の取組方針」

整理番号 事　務　事　業　名
担当

（部・課・係）

※評価結果（評価の内容、付帯意見等）については、広報あがの１１

月号または市ホームページをご覧ください。 


